













































　敗戦直後の 1945 年 9 月 10 日から授業が再開し、22 日には学部および高商部の卒業式が行
われて、少しずつではあるが杉本町での学園風景が復活しつつあった。ところが同月 27 日に









する議論が始まっていた。48 年 7 月には大阪市に「大阪市立新制大学設置準備委員会」が設
けられ、そこで重ねられた議論のなかで、これら諸校を合流させて総合大学を設置する案が練
られていった。同年 11 月には市会において市立新制大学の設置を可決、翌年 2 月に文部省に
よる認可があり、1949（昭和 24）年 4 月 1 日、大阪市立大学が商学部（学生定員 480）、経済
学部（同 480）、法文学部（同 400）、理工学部（同 880）、家政学部（同 400）の 5 学部を擁し





















　翌 1950（昭和 25）年 4 月 1 日には、商・経・法文 3 学部からなる第 2 部（夜間課程、修業














　1950（昭和 25）年 5 月末、商大・市大の学生による合同学生大会が開かれ、返還運動推進




翌 47 年 6 月の文部省による設立認可を経て、48（昭和 23）年 4 月に大阪市立医科大学が発足した。
上記「新制大学設置準備委員会」のメンバーには市立医科大学の代表も含まれており、将来の市立大
学への編入が構想されていた。市立医大は 1955（昭和 30）年 4 月に市立大学医学部に移行した。
（解説）市大生の杉本町校舎返還運動（１） 83
































　返還された杉本町校舎は改修・整備され、1953（昭和 28 年）4 月から商・経・法・文 4 学
















のない私の青春時代−」と題する回顧録を寄稿し、これが 2003 年 5 月から 5 回にわたり分載




後の 1955（昭和 30）年 12 月のことであった。
　（9）　法文学部は 1953（昭和 28）年 4 月 1 日に法学部と文学部に分離した（両学部とも学生定員第１部
240、第 2 部 160 名）。また同日、経営学・経済学・法学・文学・理学・工学・家政学の各研究科（大
学院）も開設され、文系大学院には杉本町校舎の旧経済研究所棟が、理系大学院には在来の校舎がそ
れぞれ利用された。
（10）　法文学部の事務組織の分離は、学部の分離よりもややおくれ、1953 年 7 月に実施された。
（11）　市大新聞会新クラの機関紙。1998 年 2 月創刊。
（12）　なお、池田氏はこの回顧録の原型ともいうべき一文を、これより約 10 年前の 1993 年 12 月、「校
舎全面返還、それは長い長い夏の終わりに」という題で、『大阪市大新聞史』（大阪市立大学「新クラ」
発行、1994）に寄稿している（176 ～ 181 頁）。
（解説）市大生の杉本町校舎返還運動（１） 85
　同氏はこれとは別に、より詳細な内容を含む同題のリーフレットをほぼ同時期に作成してい
る。末尾に記された脱稿日（2003 年 4 月 12 日）からみて、「新クラだより」への分載の際に
割愛せざるを得なかった部分があり、それがリーフレット作成の動機となったとも考えられる。












　葛野豊氏は池田氏と同じ 1953 年に大阪市立大学文学部に入学、57 年卒。靱校舎で池田氏ら
とともに返還運動に携わり、渉外部長として主に報道機関対応にあたるとともに、後掲（史料
３）アルバムの素材となる杉本町校舎・各分散校舎の写真を撮影した。












































（14）　『有恒会百年史』387 ～ 390 頁参照。ただし、一頁にアルバム四頁分が掲載されているため、写真
や解説文の細部まで読み取ることは難しく、今回紀要で再録する意味はあると考えられる。
（解説）市大生の杉本町校舎返還運動（１） 87
　また、本稿は池田克彦氏・葛野豊氏の遺稿を紹介するものであり、本来ならば全文を掲載す
べきであろうが、紙幅の関係上、そして校舎返還運動の紹介という性格上、両回顧録ともに幾
分かを割愛せざるを得なかった。また回顧録中にみられる魯魚焉馬の誤り等については、安竹
の責任でこれを訂正した。さらに各頁の下に最低限の注を付した。当時の状況や世相などをご
存じの方にとっては蛇足と考えられる注も少なくないが、若い年齢層の読者を念頭に置いたた
めである。これら諸点につき、御海容いただけたなら幸いである。
　最後に、今回のアルバム写真掲載にあたっては、松本裕行氏（本学文学研究科後期博士課程）
から、また本稿執筆に際しての調査等には、森英子（大学史資料室）および田中ひとみ（恒藤
記念室研究員）の両氏から多大な協力を得た。記して感謝申し上げたい。
　
　（やすたけ　たかひこ・大阪市立大学大学史資料室長、大学院法学研究科教授）
　
　
